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後
期
基
本
計
画
を
つ
く
り
ま
す

・
灘
灘
、
灘

覇

妻

鞭

雪なんてなんのその。毎日元気で遊ぷ子供たち（1／25・千手保育園）

　
町
の
行
政
運
営
を
計
画
的
に
進
め
、
豊
か
な
町
民
生
活
実
現
の
た
め

の
指
針
と
な
る
「
総
合
開
発
計
画
」
。
町
で
は
、
平
成
八
年
度
に
第
五

次
計
画
と
し
て
向
こ
う
十
年
問
の
計
画
を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
急
激
な
変
革
を
迎

え
る
中
、
本
町
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、

本
年
度
が
こ
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
推
進
の
た
め
の
前
期
基
本
計
画
の
最

終
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か
ミ
平
成
十
七
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
後

期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

町
総
合
開
発
審
議
会
に
諮
問

　
町
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
最
初
の

総
合
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
、
以
来
、

五
次
前
期
ま
で
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て

諸
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

過
疎
化
に
拍
車
が
か
か
る
中
で
、
農
業
、

商
業
な
ど
の
産
業
面
に
お
い
て
も
厳
し

い
環
境
に
あ
り
、
ま
た
、
循
環
型
農
業

と
環
境
保
全
へ
の
施
策
や
福
祉
・
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
な
ど
の

分
野
に
お
い
て
も
、
多
様
化
す
る
町
民

二
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
の
展
開
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
を
は
じ
め
と
す
る
財
政

の
悪
化
な
ど
か
ら
、
広
域
的
な
施
設
整

備
や
事
務
処
理
の
効
率
化
・
円
滑
化
を

図
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
町
で

は
今
年
一
月
十
日
、
県
の
関
係
機
関
を

含
む
二
十
二
人
の
方
を
町
総
合
開
発
計

画
審
議
会
委
員
と
し
て
委
嘱
し
、
後
期

基
本
計
画
を
策
定
さ
れ
る
よ
う
諮
問
し

ま
し
た
。
審
議
会
で
は
、
二
月
下
旬
ま

で
に
答
申
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
審
議
会

委
員
は
次
の
方
々
で
す
。
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ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
／／

。
　
○

　
現
在
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
の
世

の
中
で
、
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
の
生
活
を
し
て
い
る
人
は
皆
無
に
等
し
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
　
「
自
分
だ
け
は
な
い
」
と
物
事
の
見
万
を
少
し
変
え
て

み
れ
ば
、
精
神
的
に
楽
に
な
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
と
上
手

に
付
き
倉
つ
こ
と
は
、
心
の
健
康
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
心
の
健
康
は
、
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
大
切
な
条
件
で
す
。

簾
繕
嫉
粟
懸
お
掻
の
麟
竃
然
麟
鑑
，
蓬
、

　
周
囲
の
環
境
が
変
化
す
る
と
、
そ
れ

ま
で
と
違
っ
た
や
り
方
で
対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
変
化
に
適

応
し
よ
う
と
し
て
、
私
た
ち
の
心
や
体

に
ス
ト
レ
ス
反
応
と
呼
ば
れ
る
緊
張
状

態
が
起
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
だ
れ
に
で
も
起
こ
る
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
障
害
か
ら
身
を
守
っ
た
り
、

課
題
に
挑
戦
し
た
り
す
る
と
き
に
必
要

な
自
然
の
反
応
で
す
。
だ
れ
も
が
ス
ト

●年齢階級別ストレスの内容
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80
㊤の

　
　
6
0

40

20
　
　
　
0

レ
ス
の
中
で
、
対
人
関
係
を
保
ち
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
強
く

受
け
る
か
ど
う
か
は
個
人
差
が
あ
り
ま

す
。
「
自
分
だ
け
が
…
」
と
い
う
発
想
を

し
が
ち
な
人
ほ
ど
、
ス
ト
レ
ス
を
強
く

感
じ
、
精
神
的
に
ど
ん
ど
ん
落
ち
込
ん

で
い
っ
て
し
ま
う
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。
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●資料財団法人健康・体力づくり事業財団r健康づくりに関する意識調査」1

　
心
身
症
と
い
う
病
名
が
あ
る
よ
う
に
、

以
前
か
ら
あ
る
種
の
病
気
の
発
症
や
進

行
に
心
理
的
な
要
因
（
ス
ト
レ
ス
）
が

影
響
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
健
康

障
害
が
医
学
的
に
も
注
目
を
集
め
、
重

視
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
と
病

の
●
．

♪
勾

玉咽

●　●

o

一　“
噛ゆ
り」1

ノ
・

、
々
O

捧
∵
蕊
∵
凝
ン

レ
健
康
的
な
、
睡
眠
、
運
動
、

食
習
慣
に
よ
っ
て
心
身
の
健

康
を
維
持
す
る

気
の
関
係
も
実
証
さ
れ
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
例
え
ば
、
ス
ト
レ
ス
が
多
い
と
風
邪

な
ど
の
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
る

こ
と
、
心
臓
病
な
ど
の
病
気
に
か
か
り

や
す
い
性
格
や
行
動
が
あ
る
こ
と
、
な

ど
で
す
。
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レ自分自身のストレスの状態

性格に理解する
　自分の行動や考えを観察、

録して、セルフケアを行う
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　　　　　▲スポーツや旅行などで
　　　　　　気分転換を図る
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業犠’「一　　『一，藩

響躍門灘　欝囎1韓鉛f、、　　　　　…凝
　　　　　　　　　置臨，、灘箋膿　　桑餐
　　　　．鰻難鯉鰹、，難灘慧鞭鞠

　　　鑛　　　、鱗　　　　　　　　　　ル下・　　　　　　　　　懸　　　　　’置
　　　　　，繍・・㌧　　醗一　　　　　　　1ろ
　▲降雪状況について対応を検討する臨時庁議　プし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作’

　　　曇雪対繁蹴部を設置
　　　1月12日から降り始めた雪は、17日の午前9時までに、5日間の日降雪量の累計が213

　　cm、積雪量で270㎝に達しました。これを受けて町では17日朝、庁議を開催し平成8年以

　　来5年ぶりに豪雪対策本部を設置することを決定。道路を中心とする町内の巡回、一人

　　暮らしの老人世帯などに対する屋根雪除去、町内嘱託員に対する周知などを進めていま

　　す。降雪による1月末までの状況などについて、おおまかにまとめてみました。

　　◆建設関係…・17日朝、室島～高倉間が雪崩のため一時通行止めとなるが、同日復旧。

　　　　　　　　・消雪パイプ不能町道の機械除雪への切り替え（1路線）

　　　　　　　　・幅員確保のため、県道の排雪作業実施（17日・18日・20日）

　　◆民生関係…・町立保育園の希望保育体制への切り替え（18日・19日）

　　　　　　　　・一人暮らし老人世帯などの屋根雪除去に対するボランティアグループ・

　　　　　　　　町職員の動員

1　　◆文教関係…・小学生児童の登校時間の繰り下げ・下校時間の繰り上げ、集団下校の実施

　　　　　　　　（16日・18日）

　　※その他の農林、商工・観光、環境など所管する公共施設の除排雪作業が実施されています。

積雪量の比較
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⊃D

“

　
　
　
こ
れ
か
ら
、
一
段
と
寒
さ
が

　
　
　
厳
し
く
な
り
ま
す
。
水
道
の
凍

魏
　
　
　
結
・
破
裂
に
は
、
十
分
注
意
し

鑓、

㎜
騨
0
て
く
だ
さ
い
。

●
防
止
方
法

◎
冷
え
込
む
恐
れ
の
あ
る
夜
問
は
、
毎

秒
二
～
三
滴
く
ら
い
の
水
を
出
す
。

◎
蛇
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
を
布

や
毛
布
な
ど
で
保
温
す
る
。

◎
地
中
か
ら
家
の
中
へ
と
立
ち
上
が
る

部
分
や
、
冷
え
込
む
車
庫
な
ど
に
あ

る
水
道
管
が
露
出
し
て
い
な
い
か
点

川西町水道工事事業者（工事店）一覧表
　　　　　　　　　　　（平成12年11月15日現在）

検
す
る
．
　
　
　
　
④

●
発
見
方
法
　
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

◎
破
裂
を
発
見
す
る
に
は
、
全
部
の
蛇
　
a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

口
を
閉
じ
、
メ
ー
タ
ー
を
見
る
。
赤

い
星
形
が
回
転
し
て
い
た
ら
漏
水
で

す
。
町
指
定
の
水
道
工
事
店
へ
連
絡

く
だ
さ
い
。

店　　　　名 電話番号 店　　　　名 電話番号

孫六商店㈱ 68－4503 ㈲諏訪部鉄工所 0258
86－2229

㈱　　ヒ　ノ　デ 68－2511 ㈱　ク　ロサキ 0258
83－4512

太　田　水　道 68－2238 しみず設備 68－4725

㈱山松商店 68－2029 ㈲富井電気 63－2970

㈱北野工務店 68－2247 ㈲ナカ設備工業 58－4076

佐　藤　水　道 68－2776 ㈲技工住設 52－3964

侑）新　興　住　設
川・西営業所 68－2352 ㈲　ア　セ　ス 68－2279

㈱　美　佐　伝 57－9191 ㈱中越工業 0258
82－1119

㈱　　拓　　越 57－8211 ㈱村山商会 52－3505

㈲金盛自動車工業 68－2057 ㈲スドー設備 56－2607

北越上下水道㈱
川　西　営　業　所 68－2728 ゴヒ　栄　建　設　㈱

長　　岡　　支　　店
0258
46－6274

山家鉄工所 68－2158 三隆設備工業 57－4454

㈱魚沼鉄工 68－2205 ㈲樋口水道 57－5003

㈱小千谷配管設備工業 0258
83－2111 上　村　管　工 0257

79－3118

㈲和伴設備 52－5958 ㈱吉楽土建 68－3511



月15日（木）2月16日（金）～3

p
辮
欝
税
⑳
確
建
類
欝
灘
猿
叢
鯵
欝
嚢
。
鶏
癒
翻
陵
ほ
、
箋
懸
藩
簸
疑
懸
驚
。
し
か
難
．
、
．

翻
磯
鶴
纒
膿
幾
る
逡
饗
場
覆
難
み
灘
瀬
、
落
懸
讐
願
懸
縮
談
饗
き
嶽
漆
っ
驚
搬
．
欝
、

騒
闘
篠
幾
警
灘
灘
縫
轡
裟
鷹
灘
き
る
懸
縫
講
め
獲
嚢
蒲
嚢
遷
織
総
慧
麓
、
－

難
簿
｝
灘
㎜
畢
霊
翻
㈱
叢
鑑
潟
謙
灘
鰻
篠
癒
獺
談
懸
き
蒙
饗
酸
滋
雑
嬢
灘
想

慧
難
繋
嚢
畷
懸
．
懸
き
渇
総
懸
鶏
麟
繕
嚢
膿
懇
甕
総
蓉
驚
、

確
定
申
告
が

　
　
　
必
要
な
方

　
次
の
よ
う
な
方
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
　
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収

　
入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
方
で
、

　
平
成
十
二
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計

　
額
が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

　
る
と
き
。

◆
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
次
の
よ
う
な
方

①
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え

　
る
場
合

②
給
与
や
退
職
金
以
外
の
所
得
が
二

　
十
万
円
を
超
え
る
場
合

③
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

　
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な
か

　
っ
た
給
与
分
と
ほ
か
の
所
得
が
二
十

　
万
円
を
超
え
る
場
合

正
し
い

　
　
確
定
申
告
を

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
る
だ
け
で
は
済
ま
せ
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
不
足
税
額
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト

ま
た
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
加
算
税
が

課
さ
れ
た
う
え
、
延
滞
税
も
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
・

地
方
消
費
税
の

　
　
確
定
申
告
を

　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
は
、
一
月
一
日

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当

す
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。
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こ
の
申
告
は
、
住
民
税
な
ど
を
計
算
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
証
明
資
料

に
用
い
ら
れ
る
重
要
な
も
の
で
す
。
今
年
一
月
一
日
現
在
町
に
住
ん
で
い
た
方
で
、

去
年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
方
全
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
書
き
方
は
、
お
配
り
す
る
「
申
告
書
の
手
引
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
正
確
に
記

入
し
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

》
去
年
の
申
告
相
談
会
か
ら

確定申告相談日程

期　間 受付時間 会　　　　場

2月16日（金）

　　～

3月15日（木〉

午前8時30分
　　～

午前11時30分

午後1時∞分

　　～
午後4時∞分

活性化センター

4階第1研修室

盈68－3111

（内線414）

納
税
は
期
限
内
に
、

　
　
　
振
替
納
税
制
度

　
平
成
十
二
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る

所
得
税
の
納
期
限
は
平
成
十
三
年
三
月

十
五
日
㈱
で
す
。
早
め
に
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
振
替
納
税
を
既
に
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
預
貯
金
口

座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

　
振
替
納
税
を
ま
だ
利
用
さ
れ
て
な
い

方
は
、
納
税
の
た
め
の
手
数
が
省
け
う

っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
な
い
振
替
が
、
大
変
便
利
で
す
の
で

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
銀
行
・
郵
便

局
な
ど
の
金
融
機
関
の
窓
口
、
税
務
署

に
お
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
『
お
勧
め
し
ま
す
。
安
全
で
便
利
な

振
替
納
税
を
！
』

⑤13。2・1・



水
品
責
絵
さ
ん
《
上
野
小
》
が
特
選
を
受
賞

　
こ
の
ほ
ど
、
㈹
国
土
緑
化
推
進
機
構

（
木
村
尚
三
郎
理
事
長
）
が
募
集
し
て

い
た
平
成
十
三
年
度
用
国
土
緑
化
運

動
・
育
樹
運
動
標
語
の
審
査
結
果
が
発

表
さ
れ
、
当
町
上
野
小
学
校
（
杉
中
宏

校
長
・
児
童
九
十
一
人
）
六
年
の
水
品

貴
絵
さ
ん
の
標
語
が
、
国
土
緑
化
運
動

標
語
部
門
で
全
国
最
高
賞
と
な
る
特
選

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
標
語
募
集
は
、
国
土
緑
化
運
動
の
一

環
と
し
て
、
植
樹
及
び
森
林
の
保
護
・

笑いにつつまれ、楽しいひとときを過ごす参加者

育
成
、
一
般
国
民
の
緑
化
思
想
の
高
揚

　
　
　
を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い

　
　
　
る
も
の
で
、
全
国
各
地
の
林
業

　
　
　
事
務
所
が
窓
口
と
な
っ
て
い
ま

　
　
　
す
。
今
回
の
応
募
に
あ
た
っ
て

　
　
　
は
、
緑
化
・
育
樹
の
両
部
門
合

　
　
　
わ
せ
て
全
国
で
二
八
二
点
（
新

　
　
　
潟
県
か
ら
は
厳
選
十
点
）
が
寄

　
　
　
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
水
品
さ
ん
の
作
品
は
「
森
林

は
　
地
球
を
守
る
　
宝
物
」
と
い
う
も

の
で
、
も
っ
と
自
然
（
緑
）
が
増
え
た

ら
い
い
な
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
標
語
は
国
語
の
俳
句
の
時
間

を
利
用
し
て
作
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
イ

メ
ー
ジ
が
沸
い
て
、
自
分
で
も
気
に
入

っ
た
作
品
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
担
任
の
藤
木
先
生
は
「
こ
れ
を
機
に

一
段
と
自
然
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

く
れ
れ
ば
」
と
話
し
、
杉
中
校
長
も

「
昭
和
五
十
九
年
か
ら
緑
の
少
年
団
と

し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
水
品
さ
ん
の

特
選
受
賞
は
、
そ
う
し
た
長
年
の
活
動

が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
大
変
う
れ
し
い
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

新
春
1
寄
席
気
分
を
楽
し
む

　
一
月
十
三
日
、
「
初
笑
い
！
上
野
寄

席
楽
習
　
二
十
一
世
紀
初
夢
小
屋
」
と

銘
打
っ
た
催
し
が
上
野
集
会
所
で
開
催

さ
れ
、
お
よ
そ
百
人
が
寄
席
気
分
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
上
野
地
区
公
民
館
（
上

村
功
一
分
館
長
）
と
同
地
区
青
年
会

（
川
崎
英
樹
会
長
）
が
小
正
月
行
事
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
今

回
が
九
回
目
。
出
演
者
は
落
語
の
三
遊

亭
新
潟
さ
ん
（
上
越
市
生
ま
れ
・
テ
レ

ビ
新
潟
「
夕
方
ワ
イ
ド
新
潟
一
番
」
に

レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
）
と
講
談
の
神
田
昌

味
さ
ん
（
栃
木
県
生
ま
れ
・
N
H
K

「
講
談
特
選
」
な
ど
で
活
躍
中
）
の
お

二
人
。

　
参
加
者
は
、
神
田
さ
ん
の
軽
妙
な
語

り
口
と
三
遊
亭
新
潟
さ
ん
の
抱
腹
絶
倒

の
話
芸
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
サ
イ
ン
入
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
は
、

「
三
遊
亭
新
潟
と
い
う
名
は
真
打
に
な

る
と
変
わ
る
の
で
今
の
が
最
も
貴
重
」

と
会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
箱
根
駅
伝
と
、
こ
の
寄
席
が
正
月

の
一
番
の
楽
し
み
だ
」
と
い
う
参
加
者

の
声
も
聞
け
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　星名邸の防火訓練を実施

　　　　　　　　　　　1月26日は文化財防火デーです。昭和24年のこの日、現存する世界最

　　　　　　　　　　古の木造建造物である法隆寺金堂が炎上し、貴重な壁画が焼損しました。

酵撚一、1、毒その後も貴重な文化財の焼損が相次v’だことから・昭和3・年・文化庁と

　　　　　　　　　　消防庁は1月26日を「文化財防火デー」と定め、この日を中心に全国的

本
番
さ
な
が
ら
、
き
び
き
び
し
た
動

作
で
訓
練
す
る
西
分
署
員

要
覧
・
町
に
住
む
㏄
人
に
聞
い
た
大

好
き
な
川
西
町
・
資
料
の
3
冊
に
分

か
れ
て
い
ま
す
（
ス
テ
キ
な
ケ
ー
ス
付
き
）

、

覇
　2000年版町勢要覧をお送りします卿1

すのでご了承ください。

13．2．10⑥



含まれている栄養成分を

表示で読み取る

養成分は、100g、

たは100ml、1食
、1包装、1枚、
粒などの1食品単
の含有量。

読みやすく、

すい用語で

の
識

示食
基

○α．．．

　　栄養成分表示
1箱（××9）当

ネルギー　　　2
んぱく質　　　　一

質　　　　　　11
質

トリウム　　　1
ルシウム　　　　1

タミンA　　　　4
タミンB　　　ll

熱量（エネルギー）、

たんぱく質、脂質、
糖質、ナトリウムの
含有量は必ず表示。

＊「糖質」の代わりに「炭水化物」で表示されることがあります。

　　　　　　　　　　食物繊維やカルシウ
ム、ビタミン、鉄など、

その他の栄養表示成
分が記載されます。

④糖質、⑤ナトリウムの五つの基　　配）も記載されます。

本項目とその他の栄養成分（カル　　　また、栄養表示基準では「低カ

シウムや鉄などのミネラル、ビタ　ロリー」「高たんぱく質」「カルシ

ミン類など）の1食品単位での含　　ウム強化」など栄養成分の含有量

有量です。食品単位は100gまた　　を強調する表示について、明確な

は100耀、1袋、1食などの単位で、　基準値を設定しています。

「1袋当たり」「1食当たり」で表

示するときは、もとの食品の量（9，

　栄養バランスのよい食事は健康

づくりの重要な要素です。健康を

気づかう人なら、加工食品を利用

するときにも、その食品にどんな

栄養成分が、どれだけ含まれてい

るかが気になるところでしょう。

　そんなときにぜひ確認したいの

が、「栄養表示基準制度」による栄

養成分表示です。

　栄養表示基準制度は、平成8年

の栄養改善法の一部改正によって

導入された制度。食品メーカーな

どが販売する食品に、熱量や栄養

成分などの栄養に関する情報を表

示するときには、栄養表示基準に

従って栄養成分の表示をしなけれ

ばならないこととして、表示のル

ールを規定しています。

　表示する内容は、①熱量（エネ

ルギー）、②たんぱく質、③脂質、

口驚糠イント

　
こ
た
つ
や
電
気
毛
布
、

カ
イ
ロ
な
ど
が
あ
り
が

た
い
冬
。
で
も
、
暖
房

具
の
使
い
方
に
よ
っ
て

は
「
低
温
や
け
ど
」
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
、
要
注
意
で
す
。

　
触
っ
て
い
る
と
暖
か

　
　
　
　
　
　
　
　
電
気
毛
布
な
ど

が
続
き
ま
す
。
高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
人
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
人
に

起
き
や
す
く
、
酔
っ
て
眠
り
込
ん
で

や
け
ど
を
負
っ
た
と
い
う
例
も
。

　
低
温
や
け
ど
は
、
皮
膚
の
表
面
で

は
わ
ず
か
な
や
け
ど
に
見
え
て
も
、

　
　
　
え
　
し

内
部
が
壊
死
（
体
の
組
織
の
一
部
が

死
ぬ
こ
と
）
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
は
手
術
が
必

要
に
な
る
な
ど
症
状
は
深
刻
で
す
。

く
気
持
ち
の
よ
い
六
〇
度
く

ら
い
の
温
度
で
も
、
一
分
閤
、

皮
膚
に
圧
迫
し
て
使
い
続
け

る
と
や
け
ど
を
し
ま
す
。
こ

れ
が
「
低
温
や
け
ど
」
で
す
。

接
触
時
閤
に
よ
っ
て
は
、
さ

ら
に
低
い
温
度
で
も
や
け
ど

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
た
報
告
に
よ
る
と
、

低
温
や
け
ど
を
最
も
引
き
起

こ
し
て
い
る
暖
房
具
は
、
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
。
以
下
、
湯

た
ん
ぽ
、
あ
ん
か
、
こ
た
つ
、

電
気
力
ー
ペ
ツ
ト
、

　
低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
に
は
、
ま
ず

そ
れ
ぞ
れ
の
暖
房
具
の
注
意
表
示
を

よ
く
見
て
使
用
方
法
な
ど
を
守
り
、

さ
ら
に
使
用
中
は
圧
迫
し
な
い
よ
う

に
し
た
り
、
こ
ま
め
に
体
の
姿
勢
を

変
え
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
は
長
時
閤
体
の

一
か
所
に
固
定
せ
ず
、
睡
眠
中
は
使

　
　
　
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

　
　
　
ょ
う
。
湯
た
ん
ぽ
や
電
気
あ

暖房具の使い方に注意

ん
か
、
電
気
毛
布
な
ど
は
、

な
る
べ
く
低
温
で
使
用
す
る

か
、
体
か
ら
離
し
て
使
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
電
気
力
ー
ペ
ッ
ト
は
、
乗

っ
た
と
き
に
暖
か
い
と
感
じ

る
よ
う
で
は
温
度
が
高
す
ぎ

ま
す
。
座
る
と
徐
々
に
暖
か

く
な
る
程
度
が
適
温
だ
と
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
低
温
や
け
ど
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
水
で
冷
や
し
て

も
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
た
目
よ

り
重
症
の
場
合
が
多
い
の
で
、
早
め

に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

類
バ

や
庁
ど
・
．
．
4
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臓瞳繋選挙葬蔭『
r濃縞電礁蕊篭鑑1艦襟秘』蜜iし濃議：：・lii：

どこが変わるの？
参議院議員の定数が削減されました．
参議院議員の定数を252人（比例代表100人・選挙区152人）から242人（比例代表96人・選挙区146人）

に削減されることになりました。　（平成13年・16年の2回の通常選挙の際に5人ずつ削減されます。）

どこが変わるの？
参議院比例代表酵が非拘東名簿式となりましゑ

これまでの参議院比例代表選挙は、あらかじめ政党の側で候補者の当選順位を決めておく方式（拘束名

簿式）で・有権者は政党名を記載して投票しました．これに対し、新たに導入された非拘東名簿式

は、名簿では当選順位は決められておらず、有権者が候補者名または政党名のいずれかを

記載して投票する方式であるため、有権者は当選させたい候補者を選ぷことができます．

0公示
《
の
》

へ
こ

○○党
○本○郎
○山○太
○川○子
○田○江

△△党
△木△子

△水△一
△野△代
△中△治

政党は
●名簿による立候補の届出
一定の要件を満たす政党は、当選順位を付け

ないで立候補名簿を届け出ます。

各政党が候補者名簿き届出（当選順位はな0）

票投②

票開◎

○本○郎 △△党

候補者名ごも、

政党名ごも投栗ご吉る

有権者は
●投票方法

有権者は投票用紙に、名簿に記載

された候補者名を記載して投票

します。ただし、候補者名に代

えて政党名を記載して投
票することができます。　　　蕪、

①
数

党
栗

○
得

○
総

①
数

党
栗

△
得

△
総

0
0

○○党候補者

個人σ）得栗数 十 政党名（D

得栗数

一
一

△△党候補者

個人（D得栗数 十 政党名①

得栗数

④結果

各政党（D総得栗数に応σζ議席……比例配分・0、

候補者ごこ（D得栗数（D順に当選人き決⑰る

（
O
漁

　
　
O
V

卜
○
＼

当選人の決め方
1．政党の総得票数に基づいてドント方式により、

各政党の当選人の数が決まります。なね政

党の総得票数は、候補者個人の得票と政党名

の得票を合算したものとします。

2．各政党に配分された当選人の数のなかで得

票数のもっとも多い候補者から順次当選人

が決まります。

○○党　　400万栗

閂○山○太　120万栗

圏　○田○江　100万栗

圏　○本○郎　　80万栗

　○川○子　　60万栗

政党名σ）投栗　　40万栗

3人当選

△△党
圏△野△代
圏△水△一

　△木△子
　△中△治

政党名①授栗

300万栗

90万栗

70万票

50万栗

30万栗

60万栗

2人当選

　　　　！一　　 （

，＿！一　　㊦o⑤
　⑤　＾　　llプ・、

　14　　　　　0　　　　　0
　　　　0　　　　0『

飢
　
灘

◎
⑤

　
0
0

●
0
｝

．
○
編
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川
西
町
長
選
挙
⑱

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

押
木
議
長
が
後
援
会
結
成

　
根
津
町
長
は
初
出
馬
で
三
つ
巴
の
選

挙
戦
に
勝
利
し
、
そ
の
あ
と
二
・
三
・

四
期
を
無
投
票
当
選
し
て
有
権
者
に
町

長
選
挙
を
忘
れ
さ
せ
た
。
こ
の
あ
と
、

初
戦
も
二
期
目
も
無
投
票
で
当
選
し
た

南
雲
町
長
は
、
公
約
を
身
郵
に
履
行
し

た
こ
と
か
ら
三
期
目
も
ま
た
無
投
票
か

と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
任
期
の
満
了
が

近
づ
く
に
つ
れ
て
押
木
元
男
議
長
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

馬
が
濃
厚
と
な
り
、
町
内
の
動
き
が
働

鰹
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
た
。
二
期
八
年

間
、
選
挙
の
洗
礼
を
う
け
な
い
で
町
長

の
座
に
お
さ
ま
っ
た
南
雲
町
長
に
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
じ
ょ
う

て
、
三
期
連
続
無
投
票
当
選
の
泥
鱈
は

柳
の
下
に
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
十
日
町
新
聞
（
平
成
二
年
十
二
月
十

日
号
）
が
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
川
西
町
で
二
十
四
年
ぶ
り
の
町
長
選

触
理
懇
の
灘
灘
購
礁
覆
・
灘

　
騨
瀞
鵬
獺
壌
譲
嬢
後
援
曇
癒
織
繊

㎜
門
聡
職
ー
議
獲
磁
鍛
構
翻
蕪
磯
驚

騨：i…馨

露

麟難嚢・羅
≧屡・蘭・弱1卜∫F梅，卍　，、

5実、i∫’景41：P・≠漁

鱒蕪

　
…
…
－
　
…
難

，
～
　
　
　
　
　
難
漂
一

ー
繁
．
般
難
繋
　
　
　
　
　
㎜

　
霧
鯉
．
～
　
　
難
馬
漢
畷

　
　
　
　
　
簾
　
…

平
成
2
年
当
時
の
新
聞
の
写
し

挙
が
来
年
六
月
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、

川
西
町
議
会
議
長
の
押
木
元
男
氏
（
五

三
）
は
六
日
夜
、
上
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
八
十
七
人
の
支
持
者
を
集

め
て
地
元
後
援
会
を
結
成
し
、
十
一
月

二
十
四
日
の
発
起
人
会
に
続
い
て
「
皆

さ
ん
の
声
を
と
り
入
れ
た
政
治
で
私
の

理
想
と
す
る
川
西
町
を
作
り
た
い
」
と

町
長
選
立
侯
補
を
正
式
に
表
明
し
た
。

　
後
援
会
は
、
会
則
や
役
員
を
決
め
た

後
、
押
木
氏
自
身
が
県
へ
の
政
治
団
体

の
届
け
出
を
七
月
に
提
出
、
正
式
に
発

足
し
た
。
発
起
人
代
表
で
後
援
会
長
と

な
っ
た
小
海
貞
二
氏
は
「
押
木
氏
は
町

長
に
ふ
さ
わ
し
い
人
、
皆
さ
ん
と
火
の

玉
に
な
っ
て
全
地
区
に
運
動
を
展
開
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
現
職
の
南
雲
町
長
は
、
町
議
会
定
例

会
で
三
期
目
出
馬
声
明
が
行
わ
れ
る
も

の
と
見
ら
れ
、
い
よ
い
よ
現
職
ー
議
長

決
戦
の
構
図
が
明
確
と
な
っ
た
。

理
想
の
川
西
町
つ
く
る

　
押
木
氏
の
後
援
会
発
会
式
に
は
地
元

上
野
地
区
の
支
持
者
は
じ
め
、
小
海
貞

二
氏
と
富
井
相
四
郎
氏
の
現
職
町
議
会

議
員
、
若
山
三
郎
元
町
議
会
議
員
ら
お

よ
そ
九
十
人
の
住
民
が
結
集
し
た
。
会

則
、
役
員
を
決
め
た
時
点
で
、
発
起
人

会
が
後
援
会
に
移
行
、
今
後
の
「
押
木

0◎000o
o

元
男
の
政
治
活
動
を
支
援
し
、
も
っ
て

川
西
町
の
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
」
こ
と
を
き
め
た
。

　
発
会
式
の
冒
頭
、
発
起
人
代
表
の
小

海
氏
は
「
押
木
さ
ん
は
世
界
の
流
れ
が

変
わ
っ
て
い
る
中
、
若
い
考
え
で
地
方

の
流
れ
と
町
の
流
れ
を
変
え
よ
う
と

町
長
選
立
侯
補
を
決
意
さ
れ
た
。
温
厚

だ
が
シ
ン
は
強
い
。
町
長
に
ふ
さ
わ
し

い
人
だ
」
と
訴
え
た
。

　
続
い
て
押
木
氏
は
「
川
西
町
に
は
長

い
間
町
長
選
挙
が
な
か
っ
た
が
、
町
の

先
行
を
考
え
る
大
切
な
時
期
」
と
前
置

き
し
、
ま
ず
「
町
に
は
二
百
人
の
ス
タ

ッ
フ
（
職
員
）
が
い
る
が
、
叱
ら
れ
な

い
よ
う
に
仕
事
を
し
た
り
、
指
示
を
ま

た
な
け
れ
ば
仕
事
を
し
な
い
よ
う
で
は

だ
め
。
長
が
ス
タ
ッ
フ
を
燃
え
さ
せ
て

町
民
一
人
ひ
と
り
の
考
え
を
取
り
上
げ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
」
と
強
調
。
続

い
て
「
財
政
と
補
助
金
か
ら
の
発
想
だ

け
で
は
な
く
、
農
業
を
基
盤
と
し
た
商

業
工
業
の
町
づ
く
り
を
」
と
す
る
産
業

政
策
、
さ
ら
に
県
道
を
含
む
妻
有
大
橋

へ
と
連
絡
す
る
道
路
建
設
の
道
路
構
想

や
老
人
対
策
と
若
者
対
策
を
合
わ
せ
も

つ
老
人
医
療
中
間
施
設
構
想
な
ど
を
強

調
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
町
の
行

政
は
住
民
を
お
さ
え
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
何
が
必
要

か
考
え
る
こ
と
が
政
治
。
皆
さ
ん
の
声

を
取
り
入
れ
て
自
分
の
理
想
と
す
る
川

西
町
を
つ
く
り
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
同
後
援
会
で
は
、
会
長
に
小
海
貞
二

氏
、
会
計
に
上
村
廣
治
氏
を
選
出
し
た
。

町
政
刷
新
を
求
め
て

　
「
押
木
元
男
議
長
が
出
馬
の
決
意
」

の
見
出
し
で
、
週
報
と
お
か
ま
ち
（
平

成
二
年
十
二
月
七
日
号
）
が
次
の
よ
う

に
報
じ
て
い
る
。

　
押
木
元
男
川
西
町
議
会
議
長
（
五
三
）

は
、
三
十
日
午
後
本
紙
記
者
と
会
見
、

来
年
六
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
町
長
選

挙
に
立
候
補
す
る
意
志
が
あ
る
こ
と
を

表
明
し
た
。
こ
れ
は
、
去
る
十
一
月
二

十
四
日
夜
上
野
地
区
発
起
人
会
で
起
意

表
明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
確
認

し
た
も
の
で
、
十
二
月
六
日
午
後
七
時

か
ら
同
町
上
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
七
十
人
を
結
集
、
上
野
地
区
役
員

総
会
を
開
き
、
同
地
区
で
旗
上
げ
を
し

た
。
一
方
南
雲
町
長
は
、
故
根
津
正
三

町
長
の
あ
と
を
う
け
て
二
期
無
投
票
当

選
を
果
た
し
て
き
た
が
、
三
選
に
向
け

意
欲
を
燃
し
、
千
手
地
区
後
援
会
幹
部

ら
が
、
南
雲
町
長
後
援
会
の
再
編
成
の

動
き
と
同
時
に
町
議
会
議
員
ら
を
中
心

に
多
数
派
工
作
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

現
職
の
三
選
へ
の
出
馬
は
確
実
と
み
ら

れ
、
保
守
派
に
よ
る
一
騎
打
ち
の
公
算

が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
押
木
氏
は
南

雲
町
長
の
三
選
に
待
っ
た
を
か
け
る
と

し
て
「
無
投
票
で
三
選
さ
れ
る
べ
き
で

な
い
」
と
し
な
が
ら
、
「
町
政
の
停
滞

を
座
視
で
き
な
い
」
と
の
見
識
を
示
し

「
町
政
刷
新
の
た
め
出
馬
す
る
」
と
の

意
向
を
表
明
し
た
。

無
投
票
三
選
を
阻
止

　
既
に
九
月
七
日
か
ら
中
旬
に
か
け
て

南
雲
町
長
の
側
近
の
手
配
で
、
各
地
区

で
後
援
会
づ
く
り
の
会
合
が
開
か
れ
た
。

　
こ
の
動
き
に
対
し
て
押
木
議
長
は

「
私
は
議
会
の
代
表
で
あ
り
、
町
民
の

意
志
を
代
弁
し
て
議
会
に
反
映
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
か
ら
、

南
雲
町
長
の
後
援
会
に
は
入
る
べ
き
で

は
な
い
」
と
後
援
会
入
会
を
拒
否
し
た
。

　
こ
の
時
点
か
ら
、
南
雲
町
長
を
推
す

側
か
ら
「
押
木
議
長
は
町
長
選
に
出
る

の
で
は
な
い
か
」
と
曝
が
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
南
雲
氏
側
は
、
三
選
に
向
け

て
な
お
根
ま
わ
し
を
続
け
て
き
た
た
め

押
木
氏
は
「
ま
か
り
な
ら
ぬ
」
と
の
意

志
を
固
め
る
に
至
っ
た
。
こ
の
背
景
に

は
、
町
内
の
有
力
者
を
は
じ
め
多
数
の

町
民
の
押
木
氏
支
持
の
動
き
が
あ
っ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
押
木
氏
は

「
故
根
津
正
三
町
長
時
代
か
ら
二
十
何

年
、
政
権
交
代
し
て
も
な
お
町
民
の
信

を
問
う
選
挙
が
行
わ
れ
な
い
の
で
は
、

民
意
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
」
と
、
選
挙
の
洗
礼
を
経
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
自
治
体
の
民
主
制
を
貫
く
基
本
原
－

則
で
あ
る
こ
と
を
立
侯
補
の
理
由
に
あ
2

げ
て
い
る
（
以
下
次
号
）
。
　
　
　
　
　
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
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到では少子化が進み、また施設にも全ての園が築後20年を経過し、い

ど抱えています。こうした問題に取り組み、よりよい保育行政・保育

3検討するため、平成11年度に設置した「保育施設検討委員会（委

離俣」熱讐瓢農灘聾鷲長慰藩
斐に千手保育園を改修（増築含む）し、15年度から千手保育園と南　ぎ

｝する計画を進めています。

昌する説明会を次のとおり開催いたしま　　　　　　　　　　　　・9

》のつく会場にお越しくださるようご案

鉱

嚢
誉
喉
聖
、
婁
譲
噺
，
6

1鍵講響
鵬的な保…硯の副ひ）

※問v勧せ先南原保育園遊戯室、1……lll……、繍叢、、llil

役場住民福祉課福祉係（盈68－3111〈内線201＞ク

㌦』噸感州、翰鯉溺灘洋伽鳩櫓層騰劇劃轄鰍蜘纈鹸纏櫛多ヌ蜘讐一〇，盛　　　巳

　　　澱＝＝　　　　　　　　　　　　　い脳　　　一4へ　　＿L＿レ　　　　　　　　ノも　　　　　　　　　　　　　　1▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　由　　　　　　　　LD

〆一慰嚇纐嚇蝸

保育園の
　当町の保育園で1；

ろいろな問題を抱メ

施設のあり方を検言

員長押木喜策・委妻

　町ではこの提言そ

め、平成14年度に

原保育園を統合す老

　この計画に関す老

すので、ご都合のく

内いたします。

日時・会場

平成13年度
　農業標準賃金

ー
濯
影
書
謹
，
叢
ぐ
鷲
諺
鎌
纏
も
4
園
藁
，
隻
蓋

男・女の別なく一一律

1日当たり

　　7，600円

　農業委員会では、今年4月1日

から適用の農業標準賃金を決めま

した。

　　　　　　　　　　　　　、　これはあくまでも
　　　　　　　　　　　　　　’標準賃金です。作業の　　　　×

内容などにより、頼，，，　　斜

む人、頼まれる人が　　　　燐1

お互いに納得のうえ、1ハ1ハl／

で対応してください。

初
参
加
六
歓
迎

2
0
0
ボ
ん
ト
傭
験
ワ
ッ
キ
ン
ヴ
敏
望

と
　
　
き

内
容

と
こ
ろ

定
員

持
ち
物

参
加
費

申
込
先

2
月
2
0
日
ω℃

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～

・
は
ま
ぐ
り
寿
司

・
か
に
か
ま
蒸
し

・
根
菜
揚
げ
サ
ラ
ダ

・
紅
白
も
ち

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
「
エ

プ
ロ
ン
」

18

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
　
　
抽
選
）

エ
プ
ロ
ン

5
0
0
円

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

（
公
52
1
3
1
0
7
）

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

　
あ
し
た
の
新
潟
県
を
創
る
運
動
協
会

で
は
、
各
市
町
村
の
地
域
づ
く
り
集
団

育
成
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
つ

い
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成
1
3
年
度

支
援
す
る
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画

　
　
地
域
の
現
状
や
問
題
点
、
課
題
な

　
ど
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
の
将
来
ビ

　
ジ
ョ
ン
な
ど
を
内
容
と
す
る
コ
ミ
ユ

　
ニ
テ
ィ
計
画
を
立
案
作
成
し
よ
う
と

　
す
る
集
団
を
指
定
し
、
有
効
適
切
な

　
計
画
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
支

　
援
を
す
る
。

◆
生
活
会
議
実
践
集
団

　
　
地
域
づ
く
り
に
効
果
的
な
活
動
手

　
法
で
あ
る
「
生
活
会
議
方
式
」
を
取

雪
ま
つ
り
応
援
隊
『
協
賛
金
箱
』

　
当
町
の
雪
ま
つ
り
は
町
、
商
工
会
、

農
協
か
ら
の
補
助
金
の
ほ
か
、
企
業
や

商
店
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金
な
ど
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

ま
つ
り
と
な
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
資
金
的

な
こ
と
も
あ
り
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
商
工
会
員
で
賛
同
す
る
お

店
や
農
協
各
支
所
の
金
融
窓
口
、
役
場

住
民
福
祉
窓
口
な
ど
に
協
賛
金
箱
を
置

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
協
賛
金
箱
は

小
さ
な
も
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の

応
援
の
気
持
ち
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た

　
り
入
れ
る
実
践
集
団
を
育
成
す
る
た

　
め
に
必
要
な
支
援
を
す
る
。

◆
生
活
学
校
集
団

　
　
日
常
生
活
に
直
接
関
わ
っ
て
い
る

　
女
性
が
中
心
に
な
っ
て
環
境
問
題
、

　
食
品
、
高
齢
者
の
介
護
や
福
祉
、
子

　
育
て
、
地
域
の
特
産
品
づ
く
り
な
ど

　
の
生
活
課
題
や
地
域
課
題
を
考
え
、

　
そ
の
実
践
を
目
指
す
女
性
集
団
を
支

　
援
す
る
。

※
申
込
期
限
は
2
月
2
3
日
ま
で
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
を
知
り
た

　
い
場
合
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
役

　
場
開
発
課
（
奮
52
1
3
1
1
1
〈
内

　
線
3
1
1
・
3
1
2
〉
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
設
置
藝
へ
棚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
培
内
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暴
ヨ

も
の
と
な
り
、
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
る

手
作
り
の
「
か
わ
に
し
雪
ま
つ
り
」
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

※
注
意
　
先
般
、
雪
ま
つ
り
情
報
と
し

て
配
布
し
た
『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用

し
た
ロ
ー
ソ
ク
立
て
の
作
り
方
』
で
、

「
用
意
す
る
も
の
ロ
ー
ソ
ク
ー
0
号
程
度

の
も
の
」
と
あ
り
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー

に
よ
っ
て
規
格
な
ど
が
若
干
異
な
る
よ

う
で
す
。
作
成
の
際
に
は
ロ
ー
ソ
ク
の

燃
焼
時
問
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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益
目

福
祉
に

　
増
田
　
嘉
一

　
羽
鳥
　
栄
一

　
田
中

広
報
発
行
に

　
須
藤
　
吉
蔵

意

（
敬
称
略
）

　
　
　
　
（
室
島
）
五
万
円

　
　
　
　
（
仁
田
）
五
万
円

稔
（
発
電
所
通
り
東
）
五
万
円

表
紙
の
写
真

　
一
月
七
日
、
総
合
体
育
館
で
町
消
防

団
（
清
水
善
三
団
長
・
団
員
三
五
四
人
）

の
出
初
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
出
席
し
た
二
七
〇
人
の
団
員
は
、

人
員
・
姿
勢
・
服
装
の
点
検
な
ど
を
受

け
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
る
と
と
も
に
、

今
年
の
無
火
災
・
無
災
害
を
願
い
ま
し

た
。

（
練
馬
区
）
一
万
円

職
員
募
集

　
千
手
地
域
機
械
施
設
利
用
組
合
で
は
、

次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】

　
男
性
2
人
（
2
0
歳
～
4
0
歳
）

【
職
務
内
容
】

　
育
苗
セ
ン
タ
ー
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　
に
関
す
る
業
務

【
募
集
締
め
切
り
】

　
2
月
2
6
日
㈲
（
履
歴
書
提
出
）

【
面
接
日
】

　
3
月
3
日
出
（
応
募
者
に
通
知
）

【
資
　
格
】

　
要
普
通
免
許
（
大
型
特
殊
・
危
険
物

保
持
者
優
遇
）

※
詳
し
く
は
、
千
手
地
域
機
械
施
設
利

　
用
組
合
（
⑤
6
8
－
3
6
8
3
）
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
わ
琶

　
　
畔
厘

高
崎
正
風
選

　　りり

　丙　の　る
馬ト　　　　　ー

妬
F■●σ
！蕊，
’’

　
　
，
彊
，

桶
に
汲
む
寒
九
の
水
の
清
ら
か
に

幾
度
も
雪
を
卸
し
て
疲
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

大
寒
や
蔵
の
大
戸
の
重
き
音

浮
世
に
は
無
用
と
な
り
て
寝
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

か
ま
く
ら
の
灯
も
村
の
灯
も
ま
だ
明
し

大
寒
の
ひ
び
割
深
き
鏡
餅

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

早
咲
き
の
白
梅
の
鉢
床
の
間
に

患
な
く
二
千
一
年
老
の
春

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

暮
れ
て
行
く
街
し
ず
ま
り
て
冬
灯

切
り
張
り
す
障
子
の
穴
や
冬
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

華
や
か
に
牡
丹
雪
舞
ふ
華
や
か
に

隣
室
も
天
神
唯
新
年
会

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

凧
の
糸
伸
び
行
き
富
士
の
近
づ
け
り

宿
の
下
駄
ゆ
る
き
鼻
緒
や
雪
椿

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

七
草
の
揃
わ
ぬ
老
の
七
日
粥

七
福
神
巡
る
途
中
の
甘
酒
屋

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

新
世
紀
明
け
し
社
の
初
灯

紅
少
し
入
れ
て
寒
餅
椙
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

ど
ん
ど
焼
き
囲
む
人
影
ゆ
れ
動
く

雪
堀
り
に
己
れ
の
年
を
知
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

恋
猫
の
足
跡
乱
る
雪
の
朝

針
箱
に
折
れ
針
少
し
針
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

面
会
の
人
が
雪
よ
と
窓
を
指
す

江
ノ
島
の
冬
の
灯
台
病
窓
に

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

篭
火
の
如
シ
ク
ラ
メ
ン
開
き
け
り

休
み
な
く
降
る
雪
わ
び
し
老
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
石
澤
　
澄
代

怒
り
顔
し
て
大
寒
の
道
を
急
く

大
寒
の
タ
イ
ヤ
の
軌
み
夫
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

仕
事
終
え
バ
ス
待
つ
背
な
に
寒
の
月

桜
草
咲
い
て
楽
し
み
一
つ
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

吹
雪
か
る
、
屋
根
に
ふ
ん
ば
り
雪
下
す

寒
見
舞
雪
の
深
さ
も
書
き
添
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

攣

添
襲
．

●

“
き9略

O休日救急医
2月11日　大島医院（川原町）

　　　　奮52－2957
　12日　大坪医院（四日町新田）

　　　　⑤57－6100
　18日　庭野医院　（寿町）

　　　　智52－2711
　　〃　　津南病院（津南町）

　　　　奮65－3161
　25日　　田中外科医院（田中町）

　　　　奮52－2403
3月4日　本町クリニック（本町）

　　　　奮50－1160
　11日　たかき医院（土市）

　　　　⑤58－2361
　　〃　　中条病院　（中条）

　　　　奮57－3018

讐
箋

　
心
臓
は
、
普
通
は
規
則
正
し
く
一
分

間
に
50
～
8
0
回
打
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
時
に
は
機
嫌
を
そ
こ
ね
て
一
回
打

つ
こ
と
を
止
め
た
り
、
逆
に
余
計
打
っ

た
り
、
ま
た
バ
ラ
バ
ラ
に
打
っ
た
り
と

い
ろ
い
ろ
な
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
不
整
脈
に
は
、
そ
の
時
だ
け
の
発
作

性
の
も
の
と
、
慢
性
的
な
持
続
性
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
覚
症
状
を

伴
う
場
合
と
、
伴
わ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
、
そ

の
感
じ
方
は
、
不
整
脈
の
種
類
や
人
に

よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
よ
く
み
ら
れ

る
症
状
は
、
「
心
臓
が
ド
キ
ン
と
す
る
」

と
か
「
胸
が
突
き
上
げ
る
よ
う
だ
」
「
目

が
ま
わ
る
」
「
立
ち
く
ら
み
が
あ
る
」

な
ど
で
す
。

　
不
整
脈
は
、
ス
ト
レ
ス
・
過
労
・
喫

煙
・
飲
酒
な
ど
が
誘
因
と
な
っ
て
現
れ

る
も
の
や
、
心
臓
に
何
ら
か
の
異
常
が

あ
っ
て
現
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
そ

の
誘
因
を
探
し
出
し
、
ど
の
よ
う
な
種

8’

　ノ」　一＿＿ノ

認
～
◎

．
丙
｝
》

0
0
●

、

　
　
　
　
　
　
平
｝

《
●
識

《
●
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
噸

　
　
　
　
　
溌
．

、
鰍
．

幽舗

　
　
．
　
　
　
　
　
　
騒

類
暴
麺
詳
霜

療
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
か
否
か
見
極

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
整
脈
を

診
断
す
る
に
は
、
ま
ず
心
電
図
検
査
を

実
施
し
ま
す
。
そ
れ
で
記
録
で
き
な
い

よ
う
な
場
合
は
、
2
4
時
間
心
電
計
を
装

着
し
、
一
日
の
心
臓
の
動
き
を
連
続
し

て
記
録
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
不
整
脈
の
治
療
は
、
ス
ト
レ
ス
を
溜

め
ず
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と

は
勿
論
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
正
常
な

リ
ズ
ム
を
維
持
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
、

ま
た
緊
急
の
場
合
に
は
、
抗
不
整
脈
薬

を
服
用
し
た
り
、
注
射
し
た
り
を
す
る

よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
脈
が
極
端
に
ゆ
っ
く
り
で
、
め
ま
い
・

息
切
れ
な
ど
の
症
状
を
伴
う
場
合
は
、

ぺ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
い
う
器
具
を
埋
め

込
ん
で
、
心
臓
が
規
則
正
し
く
動
く
よ

う
に
手
助
け
す
る
こ
と
も
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
不
整
脈
が
気
に
な

る
と
き
は
、
早
目
に
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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す
と
ぶ
　
　
ギ

さ

鍔
籍
の
蓼
鷺

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
　
と
う
こ
　
幹
　
夫

沢
口
　
塔
子
　
　
　
下
平
新
田

　
　
　
　
　
　
　
　
素
　
子

押
木
講
．
血
秀
樹
元
町

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
え
み

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

田
中
　
米
作
5
9
（
本
　
人
）
発
電
所
通
り
東

保
坂
　
　
清
7
0
（
本
　
人
）
大
白
倉

清
水
　
順
一
71
（
本
　
人
）
寺
　
尾

羽
鳥
ミ
ツ
子
7
4
（
栄
　
一
）
仁
田

金
子
ハ
ヤ
7
8
（
茂
）
伊
友

星
名
リ
ャ
ゥ
8
4
（
正
　
一
）
木
　
島

　　　　　　　　　　　　ぢピ
念念（（（た羅穽山摘小晶川南桑土斎数か
　　　　　　　　　　さ源キ崎水林井田雲原田木藤ご次ヨ
治憲照克美孝　修真光　1　9489
　　　　　　　　由　　ご一一子昭子也春幸梢二美一円明裏
長霜＋栄＋朝中上＋発演　勝
賢友量．．量旦黒．．量肇に蕎1

倉野

発
電
所
通
り
西

十
日
町
市

上
　
野

中
里
村

朝
日
町

十
日
町
市

栄
　
町

十
日
町
市

霜
　
条

長
野
県

（
1
2
月
2
9
日
～
1
月
31
日
届
け
出
分
）

作
り
、
そ
の
中
で
村
中
の
人
た
ち
が
集

い
語
ら
い
、
最
後
に
火
を
つ
け
、
そ
の

年
の
作
況
を
占
う
と
い
う
も
の
。

　
今
年
も
町
内
は
も
と
よ
り
、
町
外
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
人
が
訪
れ
、
地
域
の

人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
作
業
を
し
て

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
バ
イ

ト
ゥ
の
中
で
振
る
舞
い
酒
や
モ
ッ
煮
な

ど
の
歓
迎
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

－－一一一一＿一一＿－＿＿－一－ーロー一＿一一－－＿＿－＿一一一一一一一一－一－一一一－一一醐一闘一一一一一＿－一＿＿＿＿一－＿－一一一－－＿，一一＿＿一一一一－－一一一一一一一－醐－一ーロ”

，
「
さ
あ
1
い
く
ぞ
」

6
年
生
金
子
尚
矢
く
ん

バ
イ
ト
ゥ
を
楽
し
む

　
大
白
倉
集
落
の
小
正
月
行
事
（
一
月

十
四
日
）
と
し
て
昭
和
六
十
三
年
に
復

活
し
た
「
バ
イ
ト
ゥ
」
。
こ
の
行
事
は
、

木
と
わ
ら
で
直
径
約
八
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
約
十
メ
ー
ト
ル
の
一
夜
限
り
の
家
をバイトゥの中は和気あいあいでポッカポカ

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
な
ど
を

祈
る
バ
イ
ト
ゥ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

「とげとげなまず」

3年生高橋莉子さん

　縷難

「
楽
し
い
リ
コ
ー
ダ
i
」

5
年
生
小
林
直
樹
く
ん

「
わ
く
わ
く
じ
ま
」

－
年
生
う
ち
や
ま
ゆ
き
さ
ん

「
ト
ラ
お
に
」

3
年
生
根
津
　
元
く
ん

⊥
上
野
小
学
校
丁

「
理
科
の
実
験
」

6
年
生
星
名
大
貴
く
ん

13。2・10⑫

鋸脇

7
遭“

覇

　皿

『
観
，　

声
、
魯

ワ羨

「
雪
ふ
り
す
ぎ
て
や
ね
こ
わ
れ
」

4
年
生
根
津
一
也
く
ん

（
3
月
号
は
橘
小
学
校
で
す
）


